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水力発電所配電盤における耐電圧値引き下げに関する研究 

 

目  的 

電力用設備における低圧回路の商用周波耐電圧値は，お客さまへの電力供給

を担う設備の重要性を鑑みて，高水準の耐電圧値として 2kV が規定されている。 
しかしながら，低圧制御回路へ侵入するサージレベルが低い 6kV 配電線連系

の小水力発電所の場合，その値を 1.5kV 以下に抑制できれば，一般産業用の汎

用機器を採用することが可能となり，配電盤のコスト低減が図れる。（図１） 
このため，小水力発電所の低圧制御回路に発生する異常電圧現象を整理，解

析することにより，一般産業用耐電圧値の適用の可能性について評価した。 

 
主な成果 

１．水力発電所における配電盤低圧回路への誘起電圧波形の観測 

今回，約 14 ヶ月（平成 27 年 11 月～平成 29 年 1 月）に亘り観測を実施した。

各発電所の半径 1km の範囲で 1～17 回の落雷が観測されたが，雷サージに起因

すると思われる誘起電圧波形を記録することはできなかった。これは，発電所

が連系している配電線は避雷器により耐雷対策が施されており，雷サージを抑

制していたと推測される。 

 
２．雷サージ誘起電圧の解析（EMTP 解析） 

(1) 解析概要 

前述の観測対象発電所について，その主回路や設備構成を模擬した EMTP
（Electro Magnetic Transients Program）モデルを作成し，雷サージが低圧

制御回路に侵入した際の最高誘起電圧値を解析により求めた。 
(2) 解析結果 

低圧制御回路の条件として，CVV-S ケーブルが両端接地されていれば誘起

電圧を約 300V まで抑制できるという結果が得られた。（図２） 
なお，CVV-S ケーブルが片端接地の場合では，誘起電圧は 1.5kV を超える

結果となった。 

 
３．雷サージ誘起電圧の測定（発電所モデル） 

(1) 測定概要 
実際に対象発電所と同等のケーブル敷設状況や接地環境を模擬した発電所



 
 

図３ 発電所モデルの作成状況 図４ 発電所モデル試験結果 

(CVV-S ケーブル両端接地） 

モデルを作成し，試験装置から電流を入力することにより低圧制御回路に誘起

される異常電圧の測定を行った。（図３） 
(2) 測定結果 

試験装置から 100～200A の範囲で電流値を変えながら，制御ケーブルに発

生する誘起電圧を複数点測定し，電流値と誘起電圧値が比例関係にあることを

確認した。これをもとに，EMTP 解析値と同じ 2,500A が入力された際の誘起

電圧値を推定した結果，CVV-S ケーブルが両端接地されていれば，誘起電圧

を約 250V まで抑制できることを確認した。（図４） 
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図１ 低圧制御回路へのサージ侵入経路 図２ EMTP モデル解析値 
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